
（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
用
）

２

第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定

は
、
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
指
定
試
験
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」
と
、「
試
験
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
事

務
」
と
、
第
一
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
二
項
」
と
、「
社
会
福
祉
士
試

験
の
実
施
」
と
あ
る
の
は
「
准
介
護
福
祉
士
の
登
録
」
と
、「
こ
の
条
、
次
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
、
第

九
条
、
第
十
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
条
、
次

条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
」
と
、
第
二
条
第
一
項
中
「
法
第

十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、「
こ
の
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
九
条
か
ら
第
十

二
条
ま
で
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
条
か
ら
第
五

条
ま
で
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
」
と
、
第
三
条
中
「
法
第
十
一
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
一
条
第
一
項
」
と
、
第
四
条
第
一

項
中
「
法
第
十
二
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条

第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
二
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
後
段
」
と
、
第
五
条
第
一
項
中
「
法
第
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る

の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第

十
三
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
後
段
」

と
、
第
十
三
条
中
「
法
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

二
十
条
第
二
項
」
と
、
第
十
四
条
中
「
法
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
一
条
」
と
、
第
十
五
条
中
「
法
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
」
と
、「
法
第
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
二
条
」
と
、「
法
第
二
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
」
と
、「
及
び
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
、
書
類
及
び
准
介
護
福
祉
士
登
録
簿
」と
、

第
十
七
条
中
「
法
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
、「
社
会
福
祉
士
登
録
簿
」
と
あ

る
の
は
「
准
介
護
福
祉
士
登
録
簿
」
と
、
第
二
十
条
中
「
社
会
福
祉
士
」
と
あ
る
の
は
「
准
介
護
福
祉
士
」と
、

第
二
十
一
条
中
「
法
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二

条
」
と
、「
社
会
福
祉
士
」
と
あ
る
の
は
「
准
介
護
福
祉
士
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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